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H 学生相談
1 悩○ みの相談

（１）学生総合支援センター カウンセリングルーム
　京都大学に籍を置く学生のための、総合的な相談機関です。学修・研究上あるいは学生生活上の悩み、さまざま
な人間関係の悩みなど、どのような悩みや苦しみについての相談にも、学生相談、心理相談の専門スタッフが応じ
ています。相談の秘密は守られますので、実り豊かな学生生活のために、日々の充実のために、気軽に、安心してご
利用ください。こんなことを相談に行ってよいのだろうかと思うような時にもぜひ一度訪ねてみてください。

開室日
受付時間

所在地
連絡先

カウンセリング
ルーム

平日
10 時 00 分～ 17 時 00 分

京都市左京区吉田本町
（吉田キャンパス本部構内　教育推進・学生支援部棟１階）
電話：075-753-2515　FAX：075-753-2594
counseling@mail.gssc.kyoto-u.ac.jp

カウンセリング
ルーム桂分室

月・水（週２日）
10 時 00 分～ 18 時 00 分

京都市西京区京都大学桂
（桂キャンパス　健康科学センター桂分室内）
電話：075-753-2515　FAX：075-753-2594
k-counsel@mail.gssc.kyoto-u.ac.jp

●たとえばこんな時に

　・人間関係について悩んでいる ・進路を変更しようか迷っている
　・自分の性格について考えてみたい ・指導教員から嫌がらせをうけている
　・性のことで悩んでいる ・自分の可能性や適性を知りたい
　・どういうわけか研究にやる気がでない ・その他どのようなことでも
　・気持ちが落ち込んだり不安になることがあって苦しい

●相談申し込みの方法
　カウンセリングルームまで直接来室されるか、電話・電子メールにて申し込んでください。電子メールの場合、
所属、氏名ならびに連絡先を必ず明記してください。折り返し連絡します。また、電子メールの件名には必ず「相談申
し込み」の文字を入れてください。

●個別相談の他に、グループプログラム「くすくす」を実施しています。詳しくは、以下ホームページ内「学生さん
へ」＞「グループプログラムについて」にあります。

カウンセリングルームホームページ

https://www.gssc.kyoto-u.ac.jp/counsel/
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（２）学内の他の相談窓口
　京都大学には、カウンセリングルーム以外にも様々な相談機関・窓口があります。疾病診療と健康相談・精神衛
生相談を行っている保健診療所や、学生相談室や先輩相談室を設置している学部・研究科もあります。詳しくは、
カウンセリングルームホームページで紹介しています。

学内の他の相談機関（カウンセリングルーム HP）

https://www.gssc.kyoto-u.ac.jp/counsel/additional.html

（３）留学生相談
　留学生の悩み等の相談のため「留学生相談室」を開設しています。相談時間・スタッフについては、下記ホーム
ページ内で確認してください。また、E-mail では、随時相談を受け付けています。
場所：留学生相談室及び留学生ラウンジ「きずな」（P59 をご参照ください）
電話：留学生相談室　075-753-2527

留学生ラウンジ「きずな」075-753-2564
E-mail：advising@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

留学生のためのアドバイジング・指導（京都大学 HP）

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/
students2/campus/advising

2 ハ○ ラスメントについて
　もしあなたが、ハラスメントを受けていると感じているなら、一人で悩まず、誰か信頼できる人に相談すること
が必要です。また、あなたの周囲でそういう事態を見聞きしたという場合も同様です。
　相談しようとする人は、当該部局のハラスメント相談窓口に相談することも、カウンセリングルーム内のハラス
メント相談窓口に相談することもできます。
　これらの相談窓口では、相談する人の意向を尊重し、解決の方向性を探ります。相談する人はこれらの窓口を通
じて、各部局の部局長ないしは、研究公正担当理事（公正調査監査室）に申し立てをすることができます。部局長ま
たは研究公正担当理事（公正調査監査室）はその申し立てを受けて、調査を行い可能な対応を実施します。
　ハラスメントに当たるのかどうかよく分からないというような場合でも、何か気がかりなことがあれば、当該部
局のハラスメント相談窓口やカウンセリングルームに問い合わせてください。他の相談でもそうですが、相談者の
プライバシーには万全の注意を払いますので、安心して相談してください。
　ハラスメント相談窓口の詳細は、本学やカウンセリングルームのホームページで確認することができます。
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京都大学におけるハラスメントの防止と対応について（京都大学 HP）

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/foundation/human_rights/harassment/

3 障○ 害に関すること
（１）学生総合支援センター 障害学生支援ルーム
　京都大学における障害学生支援の拠点として、障害により、修学上何らかの支援が必要な学生の相談に応じ、学
修・研究上の必要に応じた修学支援（教育上の合理的配慮）を行っています。
　専任のコーディネーターを配置し、所属学部・研究科等や学内外の関連機関等と連携し、支援を実施します。

開室日
受付時間

所在地
連絡先

障害学生支援
ルーム

平日
9 時 00 分～ 17 時 00 分

京都市左京区吉田本町
（吉田キャンパス本部構内　教育推進・学生支援部棟 1 階）
電話：075-753-2317　FAX：075-753-2319
E-MAIL：s-sien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp

（２）支援の対象と範囲
対　　象：障害により、修学上何らかの支援が必要な学生

（必要性が認められる場合は、一時的な怪我などの相談にも応じます。）
範　　囲：講義、実験、実習、行事など、必要があると認められる範囲

（３）支援の内容、方法
　個々の状況やニーズと授業内容等の環境的要因をふまえ、専門的な判断により検討します。
　※以下は支援の一例です。
　　視覚障害　：資料等の点訳・音訳、対面朗読、ガイドヘルプ、書籍等のテキストデータ化　等
　　聴覚障害　：ノートテイク、PC 文字通訳、映像教材の字幕付け　等
　　肢体不自由：施設・設備の整備、教室変更、介助者の配置　等
　　発達障害　：代筆、修学環境の調整、TA の配置　等

（４）学生サポーターの募集について
　障害のある学生に対して人的な支援が必要な場合、その大部分を学生サポーターが担っています。
　学生サポーターは随時募集しています。興味がある方は障害学生支援ルームまでご連絡ください。

障害学生支援ルームホームページ

https://www.gssc.kyoto-u.ac.jp/support/
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4 キ○ ャリア支援
キャリアサポートルームの支援内容
　キャリアサポートルームでは学部・大学院の学生（卒業者・修了者を含む）を対象に、さまざまなキャ
リア支援・就職活動支援を行っています。

開室日・利用時間 所在地・連絡先

キャリアサポート
ルーム

平日
9 時 00 分～ 17 時 00 分

京都市左京区吉田本町
（吉田キャンパス本部構内　教育推進・学生支援部棟１階）
電話：075-753-2483　FAX：075-753-2484

桂サテライト
水曜日
９時 00 分～ 12 時 00 分／
13 時 00 分～ 17 時 00 分

京都市西京区京都大学桂
（船井交流センター３階）
電話：075-383-7317　FAX：075-383-7318

宇治サテライト
平日
11 時 00 分～ 13 時 00 分／
13 時 45 分～ 17 時 00 分

京都府宇治市五ヶ庄
（生協会館２階）
電話：0774-38-4554　FAX：0774-38-4553

 ※ただし、ガイダンス実施等のために臨時に休室することがあります。

　キャリアサポートルームの支援は個別相談、イベント開催、情報の収集と発信、博士就職支援に大別できます。
●個別相談 
　 窓口および就職相談室で個別の相談や問合せに対応しています。就職か進学か、のような進路決定の相談から、エ

ントリーシートや面接の助言まで幅広く対応しています。
●イベント開催 
　 一般的なガイダンスから個別企業の説明会まで、京大生の状況にあわせた各種イベントを開催しています。また、

年 3 回、学内合同企業説明会を開催しています。
●情報の収集と発信 
　 求人票・インターンシップ募集要項、卒業生名簿、卒業・修了者の就職先一覧等の情報を収集し、ホームページや
「就職のしおり」（毎年刊行）で公開しています。また、就職・就職活動に役立つ書籍・DVD の貸し出しも行なって
います。
●博士就職支援 
　博士課程在籍者を対象として、個別相談、イベント開催、マッチング支援を行なっています。

　支援内容の詳しい情報はキャリアサポートルームのホームページを確認してください。

キャリアサポートルームホームページ

https://www.gssc.kyoto-u.ac.jp/career/

　LINE、Twitter、Facebook でも情報を発信しています。セミナー開催や就職相談室の空き状況をタイムリーに
お知らせします。ぜひ登録してください。

LINE アカウント
@rmt3874c

Twitter アカウント
@KU_SHUSHOKU

Facebook アカウント
@kyotouniv.career
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研究インターンシップ
❶ C-ENGINE の研究インターンシップ
　  　C-ENGINE（産学協働イノベーション人材育成協議会）は、産と学の交流をとおしてイノベーションを創出で

きる人材育成をめざす大学と企業のコンソーシアムです。国内 17 大学・リーディング企業 36 社が参加して
おり、京都大学もこれに参画をし、大学院生向け「研究インターンシップ」を支援しています。

　  　C-ENGINE の「研究インターンシップ」は、修士・博士・ポスドクなど若手研究者が産官学を問わず、将来イ
ノベーティブな人材として活躍することを目的とした教育プログラムです。就職のためのインターンシップと
は異なり、これまで培った研究力を生かして産業界の研究開発実務に関わることで、俯瞰力、チームワーク力、マ
ネジメント力などを学び、研究者としての幅を広げることができます。
❷京都大学「博士学生×企業　研究インターンシップ WEB 交流会」
　  　2020 年 10 月には、Zoom ミーティングを利用した京都大学「博士学生×企業　研究インターンシップ

WEB 交流会」を開催し、博士課程学生を中心に 77 名の学生（京都大学 30 名、他大学 47 名）、企業 17 社の参加
がありました。

　 　内容は企業ごとのセッションで、企業からの説明、質疑応答を中心とした学生と企業との交流会となっていま
す。

中長期研究インターンシップに関する問い合わせ窓口
IDM システム（※）の登録については
●教育推進・学生支援部学生課学生支援掛
　電話：075-753-2397　　メール：research-internship@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

具体的なインターンシップ情報については
●C-ENGINE（産学協働イノベーション人材育成協議会）
　電話：075-746-6872　　メール：contact@c-engine.org

http://www.c-engine.org/

（※）IDM システムは、C-ENGINE の会員企業、会員大学が有する膨大な情報と人材の交流を目的
とした「研究開発実践型インターンシップのオンラインマッチングシステム」です。




